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1. はじめに 

 沖縄県は高温多湿で、飛来塩分量が顕著であり鋼材の腐食しやすい環境である。そのため、鋼材の腐食を

把握することは構造物を構築する上で非常に重要である。ISO 9223では大気腐食性の環境要因で主なものと

して濡れ時間、海塩粒子、硫黄酸化物としている。本研究では濡れ時間に着目し、濡れ時間と鋼板腐食の相

関について鋼板暴露試験、ACMセンサー試験を行い、腐食環境評価を行った。 

2. 実験概要 

 実験を行った場所は沖縄本島中南部で、海岸まで西に約 10m、北に約 1200m離れた那覇新港敷地内（以下、

海岸部）、海岸まで南北に約200m、西に約750m離れた建物屋上（以下、海岸部屋上1）、海岸まで北に約1400m、

西に約 1800m、西北西に約 600m離れた建物屋上（以下、海岸部屋上 2）及び、海岸まで東に約 2500m離れ

た琉球大学構内（以下、内陸部）の 4 箇所である。本稿で取り扱う試験期間は参考文献 1）に追加して平成

18年 1月 6日から平成 19年 2月 2日である。 

（1）鋼板暴露試験 

 鋼板は ACM センサーとの相関を見るために、暴露面をアルミ蒸着テープで限定し、鉛直に設置した。設

置方角は、海岸部屋上 1が東西南北の 4方向、ほか 3箇所は南北の 2方向とした。暴露期間は ACMセンサ

ーの寿命を考慮して約 1ヶ月ごとに交換した。 

（2）ACMセンサー 

［ACMセンサーの原理］ ACMセンサーは互いに絶縁された二つの異種金属(Ag，Fe)で構成される。セン

サーは大気環境下に放置されると降雨や結露により表面に薄い水膜を張り、それが両金属を連結して腐食電

池を形成し、腐食電流を流すことになる。これを測定して解析することで、大気環境の腐食性能をモニタリ

ングすることが可能となる。腐食電流[μA＝μC/sec]を時間的に積算することで腐食電気量を求めることが

できる。 

［実施概要］ ACMセンサーから出力される電流はデータロガーに 10分間隔で記録した。この電流値を用

いて日平均電気量を算出した。同時に気温と湿度を計測した。設置方角は鋼板暴露試験と同じである。 

3. 考察 

（1）鋼板腐食と ACMセンサーの関係 

 図 1 に鋼板暴露試験から算出した腐食速度と ACM センサー解析

から得られた日平均電気量の関係を示す。同図には押川ら 2）の提案

式による曲線も示してある（以下、押川式）。この図より本研究での

実験は押川式と定性的にほぼ一致した結果が得られた。定量的には

本研究で得られた腐食速度と日平均電気量の関係は押川式と比較し

て腐食速度が大きい傾向が現れている。 

（2）鋼板腐食度の月別変化 

 図 2 に鋼板腐食度を月別に表示する。ここで腐食度の単位は
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図 1 腐食度と日平均電気量の関係 
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（1）海岸部 
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（2）海岸部屋上 1 
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（3）海岸部屋上 2 
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（4）内陸部 

図 2 腐食度の月別変化 
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図 3 腐食度と濡れ時間の関係 

［mdd］=［mg/(dm2day)］である。この図より 7 月の腐食度が突

出している。この特異性として台風 3号の沖縄本島に接近がある。

また、海岸部、海岸部屋上 1の腐食度は 4月から 10月にかけて南

側の腐食度が顕著であり、11月から 3月にかけては北側が顕著で

あった。海岸部屋上 2の腐食度にほとんど差がないのは設置場所

の南側に建物が近接していたことが影響していると考えられる。

内陸部の腐食度は 4 月から 11 月までほとんど差がなく、12 月か

ら 3月にかけて北側が顕著であった。 

 腐食度には方向性があると考えられるが、その要因としては風

向、風速、日射などが考えられる。 

（3）鋼板腐食と濡れ時間の関係 

 鋼材の腐食において水分は不可欠な要因である。そこに着目し

て水分に関する要因として濡れ時間から腐食度の評価を検討した。

濡れ時間は気温０℃以上、湿度 80％以上の時間と ISO 9223では

定義されている。図 3に鋼板腐食度と濡れ時間との関係を示す。

ここでの濡れ時間とは ISO に準じた時間［h］を算出し、それを

各暴露日数［day］で除した値［h/day］である。また、台風が接

近した 7月は除いてある。この図によると海岸部では内陸部に比

べて濡れ時間が小さく腐食度が大きい傾向にある。これについて

は海からの塩分が関係していると考えられる。 

4. まとめ 

以下に本研究で得られた結果をまとめる。 

（1）本研究で得られた実験結果が押川式と定性的に一致するが定

量的には補正が必要と考えられる。 

（2）沖縄本島中南部において腐食度は風の影響を受けて方角、季

節によって異なると考えられる。 

（3）鋼材腐食における水分の影響として濡れ時間を考慮した結果、

濡れ時間は海岸部では内陸部より小さいにもかかわらず腐食

度は大きいことを確認した。 

 今後も計測を継続し、さらに検討していく。 
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